　　
	＊事務局欄　　　　　　受付日　　　　年　　　月　　　　日　　　　　　　　受付番号（　　　　　）

	2020年度　日本助産学会若手研究助成申請書
  　日本助産学会　　　理事長　 高　田　昌　代　殿
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年　　月　　日

	【研究代表者】　　

 eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),申込者名)　　　　　　　　　　 　　　　　　　　印
所属機関　　

職　名                            性別（男・女）

生年月日(　西暦　　　　年　 月   日生)
※研究開始年度の４月１日現在において　　　歳
所属機関所在地（〒 　　　－ 　　　 ）

E-mail：

電　話　(      )      －       直通､内線
	【研究分担者】

氏名　　　　　　　
所属機関：職名　　
E-mail：　　　　　
氏名　　　　　　　
所属機関：職名　　
E-mail：　　　　　

　　　　

	博士学位の有無：　　　有　　　　無　　　※（有の場合 取得年月：　西暦　　　　　年　　　月　取得）
博士学位取得後の研究期間：　　　年
研究期間内で産前・産後・育児休暇等の除外期間がある場合は、除外期間の年月をお書きください
　西暦　　　　　年　　　月　～　　　　年　　　月

	助成希望研究題名：

	助成金により行なう事業又は調査研究の資金計画

研　　究　　経　　費

摘　要（使　途　等）

調　達　財　源

金　額

助産学会からの助成希望金額

円

（諸機関等からの助成、支援、援助）

円
自己資金

円
合　　　　　計

円
支　　出　　予　　定

明　　　　　　細

（支出金は具体的に書いて下さい）

支　 出　 費 　目

金　　額

謝　　　　　　　金

円

旅　　　　　　　費

円

資　料　印　刷　費

円

会　　　議　　　費

円
通　信　運　搬　費

円

消　 耗 　品  　費

円

円

合       　　計

円




	研究目的
①研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか。
②当該分野におけるこの研究（計画）の特色・独創的な点および予想される結果と意義
③国内外の関連する研究の中で当該研究の位置づけについて焦点を絞り具体的かつ明確に記入してください。

	


	研究計画・方法
研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、記入してください。
  ※2020年度の計画と2021年度の計画に分けて記述してください。
①主要設備（現有設備を含む）との関連
②研究代表者・研究分担者の役割

	

	現在までの研究活動の概要：これまでの研究業績（学会発表、掲載論文など）がある場合は、記入してください。今回の申請研究題名に関係するものに限りません。　上記研究業績が無の場合は、『無』と記載して下さい。
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